
開催地名 石川県白山市 

開催日時 令和５年 12月 17日（日） 10：00 ～ 11：50 

開催場所 白山市民交流センター はくさんホール 

語り部 菅井 茂 （宮城県仙台市） 

参加者 白山市地区自主防災組織連絡協議会、白山市防災士会、白山市民 110名 

開催経緯 本市においては、地区自主防災組織の設立や活動の支援を行うともに、自主防災組織

同士の連携を進めている。地区自主防災組織は共助の役割を担う重要な組織であり、特

に避難所が開設された場合に地区自主防災組織が運営を担うこととなる。また、毎年開

催している各地区の防災訓練についても、今後多くの方に参加していただけるような取

り組みが必要であると考えている。 

 東日本大震災時の経験や防災訓練の工夫などをお聞きする機会を設け、日々活動され

ている地区自主防災組織の方々の活動に活かしていただきたい。 

内容 （１） 避難所の話 

東日本大震災、当日（３月 11日）から翌日（３月 12 日）、南材地区には南材小学校と

八軒中学校・南材コミュニティ・センターの三ヶ所の避難場所が開設された。南材小学

校は当日の夕方から避難する人が増え、避難所の運営委員会は、まず必要なものとして

照明・トイレ・暖房を準備、そして避難所のルールを決めた（起床時間、食事の時間、

ゴミ捨て、トイレの管理等）。12 日の朝、避難者に避難所におけるルール事項を説明し

た。その中で特に良かった取り決めは『禁酒』である。他の地域の避難所ではお酒が許

されていた所もあったが、避難生活が長引くほど特に飲酒した人のトラブルが結構あっ

たようだ。12日からはアルファ米のおにぎりを提供し、14日からはお味噌汁まで提供で

きた。それも地域のお店からの、お豆腐やお揚げ等の差し入れがあったとのこと。この

事案は普段から地域との繋がりが、いかに大切かと改めて感じる部分であった。またお

椀やお箸は、備蓄として 200 人分しかなかったため、自宅に戻れる方に自宅から持参し

てもらうなど、みんなで協力し助け合いながら事なきを得た。 

八軒中学校では南材地区に加えて荒浜小学校と中野小学校の地域の方々の避難場所と

なった。荒浜小は波が押し寄せて引かなかった為、屋上に避難した方々はヘリコプター

で救助された。その人々を八軒中学校が受け入れた。中学生たちが八軒中学校の中で設

営等のボランティアを行った。避難所でのルールを伝えた時は不満も生じたが、『ここは

ホテルじゃない、みんなでより良い場所を作りましょう』との声掛けで、若い子達が率

先してプールの水を運び、トイレ掃除に早朝から励み、全員で分担し色々な仕事を担当

した。コミュニティセンターには、乳幼児を抱えた人々が避難してきた。後日、災害時



 

には要援護者や災害弱者の方々のための避難所と認められた。 

今回の避難所経営から浮き彫りになった問題点を基に対策等もしっかり考慮された。

例としては地区住民への避難所の周知徹底、非常食の問題、災害弱者の扱い、避難後の

町内における防犯面の強化等などが上げられる。 

 

（２）防災訓練の話 

町内会で防災訓練を行う際は、担当を割り当て、ずっと担当は変わらずその部門の専門

家になってもらうようにしている。はじめは小学校区内での防災訓練だったが、それを

中学校区に拡大し、３地区並びに３小学校と１中学校が参加する防災訓練を実施してい

た。またコロナ禍でも出来ることを考えて実施していた。小学校での子供の引き取り訓

練にて、若いご夫婦にも実感してもらうことで、小学校と協力しながら実施した。今後

も継続して連携し、実施していくつもりだ。 

 

（３）今後の防災意識について 

自分で自分の身を守る『自助』、地域で共に助け合う『共助』が必要だ。それを成すため

には、地域の各団体や各機関との連携が大切である。防災訓練は地域の大切な行事にな

っている。もちろんだが、各個人でも今後の防災意識について、より一層考え直す必要

がある。 

   

開催地より 実際に体験されたことの話をお伺いし、組織や役割分担の重要性を認識した。また、

これからは複数の町内会が連携していくことの必要性も改めて認識した。 

防災訓練についても、多くの方に参加していただけるように工夫されていることが伝

わった。今後、各々の自主防災組織の活動に活かしていただけると思う。 


